
 

はじめに 

本書の目的は、様々なまちづくりの事例を眺めながら今後のまちづくりの中心的課題は何かを

感じる
．．．

ことにある。分析的・論理的に考えることよりは、感覚的に感じることを重視している。体

全体を使う人間のまちづくりの営みは、頭を使う論理という狭い枠にはなかなか納まらないと思う

からである。こうした、要素に還元しない全体論的アプローチは、まちづくりの新しいパラダイム

となりつつあるようだ。例えば『創造的都市－都市再生のための道具箱』（2003、評論社）の著者

チャールズ・ランドリーが改めてまちづくりに holistic thinkingを求め、都市問題の創造的解決が

合意されている。現場における体全体の営みを机上における頭の論理で割り切るようでは真の理解

には至らないと言うこともできるように思われる。そのため、本書では文章はほどほどにし、写真

を大きくしている。 

本書でとりあげた事例の多くは、国土交通省が最近作成して同省のホームページに掲載した「ま

ち再生事例データベース」の事例を採用している。（作成に当たっては、(財)民間都市開発推進が

受託調査研究を実施。）同データベースは個々の事例が詳細に解説されているので、本書の文章の

至らなさをそちらが補って余りあると考えたからである。なお、言うまでもないことだが、本書の

著者は同データベースをあくまで 1ユーザーとして利用させてもらったに過ぎず、また、本書に書

かれていることは国土交通省の見解とは何の関係もない。本書は、あくまで、現時点では定量化も、

定式化もできない、まちづくり関係者、街に住む人々等の想いとまちの佇まいを伝えようとするも

のである。 

本書は一見すると事例集のようにも見えるが、先にも述べたように、事例紹介はあくまで手段で

あり、目的ではない。部分的に読むことは可能であるが、執筆は通読されることを前提に行ってい

る。そして、あまり堅苦しく考えず、できればリラックスして読むというスタイルの読まれ方を想

定して執筆している。 

考えることではなく感じることを目的とする本書で「はじめに」を長々と書くのは適切ではない

ので、早速本文に入ることとしたい。 
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